
　京都大学では 2016 年以来、学生に対する無期停学

や放学という重処分が繰り返され、今新たに 9 名の

学生へ処分に向けた呼び出しが行われています。いず

れの処分に関しても、立て看板規制や学祭規制といっ

た大学の管理強化や、米軍予算を受け取った軍事研究

の批判など、学生が京大のあり方に抗議する行動その

ものが処分の理由にされています。

　激しい処分が続く中でも、京大生はこの処分が処分

当該だけでなく、全学生に対する攻撃だととらえ、処

分撤回・新たな処分阻止で立ち上がり続けています。

　学生が声をあげることそのものを奪うこの京大処分

に対し、被処分者を孤立させず、処分を撤回させるた

めに、ぜひ処分撤回署名への協力をお願いします！

大学改革のための重処分
　処分撤回の闘いは、全国大学で進められている大学

改革を跳ね返す闘いです。

　こうした学生の人生を奪うような処分の乱発は、学

生の意見に一切向き合えないほど、大学が学生ではな
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この間行われた京大生の処分

    2016 年 7 月　学生 4 名を無期停学処分

    （処分理由：反戦バリケード・ストライキを行った）

    ※学生の活動に対する処分としては 58 年ぶり

    2017 年 7 月　学生 4 名を放学処分

（処分理由：停学中の上記 4 名が無断で学内に立ち入った）

    2018 年 1 月　学生 2 名を譴責処分

    （処分理由：クスノキ前広場に巨大看板を設置した）

    2018 年 2 月　学生 1 名を無期停学処分

（処分理由：大学職員による被処分学生への撮影行為を妨害

　　　　　  し暴力を振るった）

    2019 年 9 月　学生 3 名を無期停学処分

　（処分理由：大学職員による学生逮捕や立て看板撤去等を

　　　　　　  妨害した）

    2020 年 1 月　学生 1 名を譴責処分

 （処分理由：入試期間中にキャンパスにオルガ像を設置した）

    2021 年 2 月　熊野寮祭企画「時計台占拠」に参加したと

して学生 9 名に対して処分に向けた呼び出し通告

昨年 12 月に打ち抜かれた京大処分撤回集会



く、国家や資本の意向に従うものに作り変えられてい

るなかで起きています。

　大学改革の名のもと、国立大学は法人化され、予算

を年々削減され、そのためにますます国家や資本に従

属していくようになりました。昨年コロナ禍の最中に

も、大学と文科省が議論していたのは、学費に苦しむ

学生の生活補償などではなく「大学の戦略的経営実現」

でした。政府は今年度中にも 10 兆円の大学ファンド

を創設を目指しています。学生のためではなく、投機

のためには巨額の予算が用意される！ 金儲けのため

の大学に転換するために、声を上げる学生を一掃しよ

うとするものが、この京大処分だということです。

団結することで跳ね返せる
　昨年は全国各地で 200 もの大学で学費減免を求め

る運動がとりくまれ、コロナ禍で困窮する学生から高

額な学費を搾り取る大学に対して、怒りの声が爆発し

ました。

　大学改革が進められ、2019 年に東工大などで 10

万円の学費値上げが行われてきたことに対し、学費減

免運動の高揚は大きな反撃になりました。

　処分とは、学生の意見を封殺するために大学が振り

かざす最後的な手段です。だからこそ、京大での学生

処分を跳ね返していく中に、学生の権利を取り戻し、

学費減免を実現していく無限の可能性があります。

　処分は、学生としての権利を奪い、経済的圧迫を加

える（無期停学中にも学費を支払わなければならない）

ことによって、処分当該の人間関係や経済状況をより

悪化させ、分断・孤立させる攻撃です。

　だからこそ、処分当該を経済的・人間的に支え、共

に闘って団結することが最大の反撃になります。今年

新たに狙われている 9 学生に対する呼び出し処分も、

全員が呼び出し拒否を貫き、そこに多くの学生が連帯

することで、さらなる処分を阻み続けています。

　京大処分との闘いを、全国学生の権利をめぐる決戦

として、支え、ともに闘いましょう！

不当逮捕許すな！

　6 月 21 日、京大の闘いに連帯してきた仲間が「免

状不実記載」という微罪で不当逮捕されました。実家

の住所で免許更新したことを犯罪と言いなし、たった

それだけの「容疑」のために、多数の機動隊によって

複数個所への家宅捜索まで行われました。香港同様、

運動が爆発することを恐れての治安弾圧です。

　この間、コロナ禍で民衆に「自粛」を強いながら、

オリンピックだけは強行しようとしていることに、巨

大な怒りが爆発しています。こうした巨大な怒りと、

京大の処分撤回の闘いが結びついていくことに危機感

を感じているからこそ、あからさまな不当逮捕が行わ

れたのだということです。

　処分撤回の闘いが、大学や社会の現状を変える可能

性を持ちはじめているからこそ、行われた弾圧です。

7 月 7 日に呼びかけられている京大全学処分阻止・撤

回集会に集まり、この不当逮捕も跳ね返しましょう！

全学処分阻止・撤回集会
7 月 7 日（水）12:00 ～ 13:15　@ 京都大学吉田南キャンパス総人広場
主催：京都大学全学自治会同学会 全学処分対策委員会

闘う京大生
に

連帯しよう！

全学連で学費減免を訴えてデモ（昨年 12 月）

不当逮捕された A さん


